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論文内容の要
【日的】パセドウ病眼痕は、球後組織の炎症が原因と考えられるパセドウ病合併症の一つである。今問、
眼症の活動性指標として、エコーによる非侵襲的な眼J~血流量の測定が臨床的に有用か否かについて検討
ヒ=-
回
した。
【測定】眼突度をHertel眼突計により計測した。眼底血流量は、 ColorDopplcr法を用いて網膜中心動脈
の血流をサンプリングし、 PulseDoppleri法にてpeaksystolic velocity (PSV) ， end diastolic velocity 
CEDV)を計測し、 resistanceindex(H，l) [Hl = (PSV -BDV) /PSV]を算出することにより定量した。
【対象】最初に、抗甲状腺薬 (ATD)治療で甲状腺機能が正常で明らかな眼症を認めない47名のパセドウ
病患者と70名のコントロール群で'Rl値を比較した。次に、甲状腺機能とRIとの関係を検討する為、 20名の
パセドウ病患者をATD治療前後でRI値を計測した。さらに、悪性の眼症を伴う17名に対して、
薬および後眼高組織への放射線照射治療前後で'RI値の変化について検討した。
【結果】明らかな眼症のない患者において眼突度とRI値の聞に有意な正相闘が認められたが、コントロー
ル患者では認められなかった。さらに、パセドウ病患者において、眼症の活動性指標の一つである血清
TSHレセプター抗体制は、 RI値と有意に正相関したが、眼突度とは相関を認めなかった。 ATD治療により
パセドウ病患者のRI値は治療前と比べて有意に低下したが、その値は同じ眼突度のコントロール群に比し
依然有意に高ー値であった。 ATD治療によるRlの低下帯は脈圧や頚動脈の弾性度の低下率と有.患にiF.相関し
たが、血清血管内皮障害マーカーであるトロンボモデュリン、フォンウィルブランド因子、第珊因子、
protcin Cなどの変化率とは相関性を認めなかった。悪性の眼r.f.を伴う患者において、活動期と考えられる
MRIにて外眼筋腫大を示す患者群では、 RJ値が異常備であったのに対し、非活動期と考えられる脂肪組織
増殖型ではRl値は正常域であった。ステロイドと放射線照射の奏効した外眼筋腫大型の眼症患者において、
眼突度では有意に低下しないにもかかわらず、 RI値は正常域へ改善することが認められた。
【結論】パセドウ病患者では眼底血流動態が変化しており、 RI値は血管内皮障害を示すのではなく、外眼
筋の炎症の梓ー度を反映した。このことからエコーによる眼底血流量測定は、眼症の活動性について簡便で
有用な非侵襲的検査であることが示された。
ステロイド
文審査の結果の要旨
パセドウ病眠症は、臨床的にも治療が困難であり、球後組織の炎症が原凶であるパセドウ病合併症の--
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つである。今回、眠症の活動性指標として、超音波による非侵襲的な眼底血流量の測定が臨床的に有用か
6かについて検討した。眼突度をHertel眼突計により計測し、眼底血流量は、 ColorDoppler法を用いて
網膜中心動脈のIUl流をサンプリングした。 PulseDopplcr法にてpcaksystolic velocity (PSV)， end 
diasiolic ve!ocity(EDV)を計測し、 resisianceindex(RI) [RI = (PSV・EDV)!PSV]を算出することによ
り定量した。抗甲状腺薬 (ATD)治態で甲状腺機能が正常で明らかな眼症を認めない47名のパセドウ病患
者と70名のコントロール群でRI値を比較した。次に、甲状腺機能とRIとの関係を検討する為、 20名のパセ
ドワ病患者をATD治療前後でRI舶を計測した。さらに、悪性の眠症を伴う17名に対して、ステロイド薬お
よひe後眼富組織への放射線照射治療前後でRI値の変化について検討した。
明らかな眼慌のない患者において眼突度とRI値の聞に有怠な汗.相関が認められたが、コントロール患者
では認められなかった。さらに、パセドウ病患者において、眼症の活動性指標の一つである血清TSHレセ
プター抗体価は、 RI値と有意に正相関したものの、眼突度とは相関を認めなかった。 ATD治療によりパセ
ドウ病患者のRH障は治療前と比べて有意に低下したが、その舶は同じ眼突度のコントロール群に比し依然、
有意に高値であった。 ATD治療によるRIの低下率は脈圧や頚動脈の弾性度の低下率と有意に正相関したが、
血清血管内皮障害マーカーであるトロンボモデュリン、フォンウィルブランド因子、第四因子、 proteinC 
などの変化率とは相関性を認めなかった。悪件ーの眼症を伴う患者において、活動期と考えられるMRIにて
外眼筋腫大を吊す患者群では、 RI値が異常値であったのに対し、非活動期と考えられる脂肪組織増殖型で
はRI備は正常域であった。ステロイドと放射線照射の奏効した舛眼筋腫大型の限定患者において、眼突度
では有意に低下しないにもかかわらず、 RI値は正常域へ改善することが認められた。
以上より、パセドウ病患者では眼底血流動態の変化があり、比I値は血管内皮障害を示すのではなく、外
眼筋の炎症の程度を反映するものであることが明らかにできた。このことからエコーによる眼底血流量測
定は、眼~の活動性について簡便で有用な非侵襲的検査であることが示された。
以上の研究結果は、臨床内分泌学の研究に貢献するものであり、医学博士の学位を授与されるに値する
ものと判定された。
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